
　
先
月
、
プ

ロ
野
球
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
広
島

―
中
日
の
公
式
戦
で
、
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）の
啓

発
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
と
報

じ
ら
れ
た
。
教
頭
先
生
の
Ａ
Ｌ

Ｓ
発
症
を
き
っ
か
け
に
活
動
を

始
め
た
高
校
生
の
思
い
が
届
い

て
と
の
こ
と
。
難
病
の
人
を
支

え
よ
う
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
▼
少
し
以
前
に

は
、
ア
イ
ス
バ
ケ
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
世
界
中

に
広
が
り
、
著
名
な
方
々
も
参

加
し
そ
の
姿
を
発
信
し
て
い

た
。
こ
れ
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
人
を
支

え
よ
う
と
い
う
活
動
の
一
つ
で

あ
る
▼
一
方
、
発
生
か
ら
1
年

に
な
る
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
方
の
嘱
託

殺
人
事
件
は
、
本
年
7
月
の
逮

捕
か
ら
、
8
月
の
起
訴
、
そ
し

て
有
印
公
文
書
偽
造
罪
も
加

わ
っ
て
、
先
月
に
は
、
公
判
前

整
理
手
続
が
始
ま
っ
て
い
る
。

支
え
て
い
こ
う
と
頑
張
る
人
が

い
る
一
方
に
、
こ
の
よ
う
な
揺

れ
動
く
気
持
ち
の
一
方
の
み
を

支
持
し
、
そ
ち
ら
に
誘
導
し
て

い
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
と
は

驚
き
で
あ
る
▼
今
は
ネ
ッ
ト
社

会
で
、
簡
単
に
見
ず
知
ら
ず
の

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
で
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
こ
の
事

件
の
よ
う
に
偏
っ
た
考
え
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
偏
見
差
別
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
ア
イ

ス
バ
ケ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
よ
う

な
連
鎖
も
起
こ
り
、
広
く
病
気

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
支

え
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
で

き
る
こ
と
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
社

会
と
う
ま
く
付
き
合
い
た
い
も

の
で
あ
る
。 

（
門
雀
庵
）

　
「
あ
ら
ゆ
る
核

兵
器
の
使
用
か
ら

生
ず
る
壊
滅
的
で

非
人
道
的
な
結
末

を
深
く
憂
慮
し
、

し
た
が
っ
て
、
い

か
な
る
場
合
に
も
核
兵
器
が
再

び
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
証

す
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
、
核

兵
器
を
完
全
に
廃
絶
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
」（
前
文
）。 「
締
約
国
は
、

い
か
な
る
場
合
に
も
、
次
の
こ

と
を
行
わ
な
い
こ
と
を
約
束
す

る
。 

核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆

発
装
置
を
開
発
し
、
実
験
し
、

生
産
し
、
製
造
し
、
そ
の
他
の

方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
、
占
有

し
、
ま
た
は
貯
蔵
す
る
こ
と
。 

核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置

ま
た
は
そ
の
管
理
を
い
ず
れ
か

の
者
に
対
し
て
直
接
ま
た
は
間

接
に
移
譲
す
る
こ
と
。 

核
兵

器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
ま
た

は
そ
の
管
理
を
直
接
ま
た
は
間

接
に
受
領
す
る
こ
と
。
核
兵
器

そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
を
使
用

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
使
用
す
る

と
の
威
嚇
を
行
う
こ
と
。
こ
の

条
約
に
よ
っ
て
締
約
国
に
対
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
る
活
動
を
行

う
こ
と
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
の

者
に
対
し
て
、
援
助
し
、
奨
励

し
ま
た
は
勧
誘
す
る
こ
と
。
こ

の
条
約
に
よ
っ
て
締
約
国
に
対

し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
活
動
を

行
う
こ
と
に
つ
き
、
い
ず
れ
か

の
者
に
対
し
て
、
援
助
を
求

め
、
ま
た
は
援
助
を
受
け
る
こ

と
。 

自
国
の
領
域
内
ま
た
は

自
国
の
管
轄
も
し
く
は
管
理
の

下
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
場
所
に

お
い
て
、
核
兵
器
そ
の
他
の
核

爆
発
装
置
を
配
置
し
、
設
置

し
、
ま
た
は
展
開
す
る
こ
と
を

認
め
る
こ
と
」（
第
1
条
）。

　
こ
れ
ら
を
骨
子
と
す
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
、
発
効
に
必
要

な
50
カ
国
・
地
域
批
准
数
に
達

し
、
90
日
を
経
て
2
0
2
1
年

1
月
22
日
に
発
効
す
る
。

　
こ
の
核
兵
器
を
全
面
禁
止

し
、
核
兵
器
を
非
人
道
的
兵
器

と
す
る
国
際
規
範
の
誕
生
は
核

廃
絶
へ
の
圧
力
に
な
る
一
方
、

現
保
有
国
の
米
ロ
英
仏
中
、
イ

ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
北
朝
鮮
な
ら
び
に
核
の

傘
に
依
存
す
る
国
々
、
そ
し
て

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
ヒ
バ

ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
も
参

加
・
批
准
し
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
非
締
約
国
に
条
約
遵
守
義

務
は
な
く
、
条
約
の
実
効
性
確

保
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
国
際
世
論
の
主
流
は
、
抑
止

論
、
安
全
保
障
論
か
ら
、
核
兵

器
使
用
の
も
た
ら
す
壊
滅
的
非

人
道
性
に
大
き
く
変
化
し
た
。

こ
の
流
れ
は
紆
余
曲
折
は
あ
る

に
し
て
も
、
今
後
変
わ
る
こ
と

な
く
続
く
で
あ
ろ
う
。
我
々
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
国
際
的

な
こ
の
流
れ
を
強
め
、
条
約
締

約
国
増
加
な
ど
実
効
性
強
化
に

働
き
か
け
る
運
動
が
求
め
ら
れ

る
。
一
方
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
を
も
つ
日
本
の
条
約
参
加

は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち

う
る
で
あ
ろ
う
。
抑
止
論
・
安

全
保
障
論
の
再
検
討
か
ら
、
核

兵
器
使
用
が
も
た
ら
す
現
実

的
・
人
道
的
な
問
題
へ
の
考
察

を
深
め
、
そ
し
て
日
本
政
府
は

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
後
退
姿

勢
か
ら
脱
し
、
ま
た
こ
の
条
約

に
参
加
せ
ず
に
、
参
加
・
不
参

加
の
国
々
の
「
は
し
わ
た
し
」

（
？
）な
ど
と
い
う
の
で
な
く
、

核
兵
器
廃
絶
へ
の
明
確
で
具
体

的
な
立
ち
位
置
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
で

政
府
は
明
確
な
意
思
表
示
を

　
「
次
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
に
備
え
た
体
制
整
備
に
つ
い

て
」（
9
月
4
日
付
事
務
連
絡
）

を
受
け
、
京
都
府
に
お
け
る
11

月
1
日
か
ら
の
診
療
・
検
査
体

制
は
、
府
と
京
都
府
医
師
会
の

行
政
検
査
に
係
る
集
合
契
約
に

参
加
す
る
医
療
機
関（
4
7
7

カ
所
※
1
）を
基
本
に
府
が
指
定

す
る
形
が
採
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
府
は
各
医
療
機
関
に
対
し
、

「
自
院
の
患
者
の
み
対
応
す
る

診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
か

「
紹
介
患
者
も
受
け
入
れ
る
診

療
・
検
査
医
療
機
関
」か
、意
向

調
査
し
、
回
答
し
た
医
療
機
関

を
11
月
1
日
付
で
指
定
す
る
も

よ
う
。
な
お
、
集
合
契
約
に
参

加
し
て
い
て
も
診
療
・
検
査
医

療
機
関
に
な
る
こ
と
を
望
ま
な

い
場
合
、
あ
る
い
は
新
た
に
集

合
契
約
に
参
加
し
、
診
療
・
検

査
医
療
機
関
に
な
る

こ
と
を
希
望
す
る
場

合
、
い
ず
れ
も
京
都

府
医
師
会
に
連
絡
す

る
。
府
医
師
会
非
会

員
で
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
に
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
場
合

は
、
府
ま
た
は
京
都

市
に
直
接
連
絡
す

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
帰

国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
」
は
府
市
協
調
で
設

置
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
模
様
替
え
さ

れ
る
。
意
向
調
査
で
「
紹
介
患

者
も
受
け
入
れ
る
」
と
し
た
医

療
機
関
の
情
報
は
セ
ン
タ
ー
に

登
録
さ
れ
る
。
発
熱
患
者
は
ま

ず
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
に

電
話
で
相
談
し
、
当
該
医
療
機

関
が
診
療
・
検
査
医
療
機
関
で

な
く
、
受
け
入
れ
不
可
能
な
場

合
は
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
他

の
紹
介
患
者
を
受
け
入
れ
る
診

療
・
検
査
医
療
機
関
と
し
て
指

定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
繋
い
で

も
ら
い
、
受
診
す
る
。

　
現
段
階
で
は
、
検
査
を
行
わ

な
い
か
か
り
つ
け
医
か
ら
直

接
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に

つ
な
が
る
ル
ー
ト
は
な
い
。
府

は
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
原

則
非
公
表
と
し
て
お
り
、
地
区

の
医
療
機
関
同
士
で
情
報
を
共

有
す
る
た
め
の
調
整
が
整
っ
て

い
な
い
た
め
と
み
ら
れ
る
。

　
協
会
は
府
の
方
針
を
確
認
し

な
が
ら
、
同
時
に
内
科
、
小
児

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
第
一
標
榜

科
と
す
る
会
員
へ
の
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施（
関
連
2
面
）。

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、

要
望
を
踏
ま
え
、
10
月
29
日
、

京
都
府
知
事
宛
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
同
時
流
行
に
備
え
た

診
療
・
検
査
体
制
に
つ
い
て
の

意
見
」
を
提
出
し
た
。
対
応
は

府
健
康
福
祉
部
健
康
対
策
課
の

田
中
美
奈
子
課
長
と
感
染
症
対

策
係
中
川
拓
也
課
長
補
佐
兼
係

長
。
協
会
か
ら
は
吉
中
丈
志
理

事
が
出
席
し
た
。

　
意
見
書
は
集
合
契
約
を
通
じ

た
診
療
・
検
査
医
療
機
関
が
確

保
で
き
な
い
地
域
が
存
在
す
る

こ
と
も
想
定
し
、
府
が
地
域
ご

と
に
新
た
な
診
療
・
検
査
体
制

の
確
保
方
針
と
確
保
目
標
を
立

て
、
必
要
に
応
じ
て
公
的
発
熱

外
来
を
設
置
す
る
独
自
の
対
策

を
第
一
に
求
め
た
。
ま
た
陽
性

と
な
っ
た
患
者
が
自
宅
療
養
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
保
健
所
か

ら
の
電
話
等
で
の
健
康
管
理
だ

け
で
な
く
、
生
活
上
の
支
援
に

つ
い
て
も
行
政
が
責
任
を
持
つ

こ
と
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
要

望
。
さ
ら
に
医
療
機
関
名
公
表

は
府
民
・
患
者
の
不
安
を
解
消

す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
策
の
根
幹
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
り
、「
ど
う
す
れ
ば
公

表
で
き
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

条
件
を
ク
リ
ア
す
べ
き
な
の
か
」

を
検
討
す
べ
き
と
要
請
し
た
。

　
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に
な

る
と
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
で

あ
る
発
熱
外
来
診
療
体
制
確
保

支
援
補
助
金
（
本
紙
3
0
8
3

号
既
報
）
を
受
け
る
た
め
、
厚

生
労
働
省
へ
の
交
付
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
交
付
に
は
府

の
指
定
が
必
要
で
あ
り
、
行
政

か
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
も
注
意

が
要
る
。

　

※
1　
2
0
2
0
年
10
月
23
日　

第
25
回
京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
資
料

会
員
の
声
踏
ま
え

　
　
　
府
に
意
見
提
出

京 

都 

府 集合契約先を基本に
診療・検査医療機関を指定

府
担
当
課
に
意
見
書
を
手
渡
す
吉
中
理
事（
左
）

京都府版  　発熱患者等が医療機関を受診した場合の主なフロー

かかりつけ医が
診療・検査不可
能な医療機関

かかりつけ医
が診療・検査
医療機関※

新型コロナ医療相談センター

京都府・医師会
京都検査センター

インフルエンザ迅速抗原検査＊ インフルエンザ患者と
して対応（処方または処
方箋の交付等まで実施）

COVID-19
患者として
対応（自治体
への届出含む）

⊕

⊖

⊕

⊖

検体
採取

検体
処理

判定

検体
採取

検体
処理 判定

COVID-19検査

☎ 075-354-6434
ファクス 075-354-6992発熱

患者等

かかりつけ医
等に電話で
相談

結果判明に時間差 結果の連
絡を待機

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩⎭⎬⎫

休日・夜間、
かかりつけ医
がいない場合

☎ 075-414-5487

府から得た情報と厚労省資料より
協会が作成 

※協会の主な意見
診療・検査医療機関は地区
医師会、地域の医療機関で
情報共有を

開業医が少ない等、地域に
よっては発熱外来の設置を
（２面に意見要旨）

医師が必要と判断する
場合に検査。同時に実
施、順に実施、または
一方のみ実施のいずれ
も考えられる

＊検査以外の臨床所見でも投薬可

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 1 月 1 0 日 第 3 0 8 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」で
調
査 

（
2
面
）

地
区
医
師
会
と
懇
談
始
ま
る（
中
西
）

 

（
2
面
）

核
禁
条
約
発
効
で
歓
迎
談
話 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
協
会
は
、
中
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
10
月
5
日
、
京

都
府
医
師
会
館
で
開
催
。
地
区

か
ら
6
人
、
協
会
か
ら
5
人
が

出
席
。
谷
口
浩
也
会
長
が
進
行

を
務
め
た
。

　
冒
頭
、
谷
口
会
長
よ
り
、
厚

労
省
が
9
月
に
発
出
し
た
事
務

連
絡
「
次
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
に
備
え
た
体
制
整
備
に
つ

い
て
」
に
よ
り
、
10
月
よ
り
医

療
機
関
に
新
た
な
体
制
整
備
が

求
め
ら
れ
る
が
、
す
で
に
会
員

か
ら
は
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
地
域
医
療
あ
る
い

は
医
療
機
関
自
身
を
守
る
た
め

に
、
協
会
と
地
区
医
師
会
で
情

報
を
共
有
し
、
と
も
に
協
力
し

て
こ
の
難
局
を
乗
り
超
え
た
い

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
、

鈴
木
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
協
会
か
ら
情
報
提
供
お
よ

び
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
診
療
報
酬
上
の

臨
時
的
取
扱
い
」
や
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
見

直
し
が
迫
ら
れ
る
医
療
政
策
」、

ま
た
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

今
冬
の
対
応
に
つ
い
て
の
協
会

の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
有
効
な
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
一
般
の
医
療

機
関
で
の
対
応
で
は
な
く
、
保

健
所
を
責
任
主
体
に
「
公
的
発

熱
外
来
」
を
設
置
す
る
考
え
や

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
跡
地
に

発
熱
外
来
を
設
置
し
、
そ
こ
に

医
師
や
看
護
師
が
出
務
す
る
考

え
な
ど
具
体
的
な
対
策
を
提
案

し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
期
に
お
け
る
発
熱

外
来
診
療
体
制
確
保
診
療
補
助

金
」
制
度
の
具
体
的
な
内
容
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
最
後
に
松
尾
敏
副
会
長
が
、

医
療
機
関
が
よ
り
よ
い
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
え
る
日
が
来
る
ま
で
、
今
後

も
引
き
続
き
協
会
に
は
い
ろ
い

ろ
と
協
力
し
て
ほ
し
い
と
締
め

く
く
っ
た
。

交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
は
、「
診
療
・
検

査
医
療
機
関
」
に
な
っ
た
場

合
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
住
民
に
医
療
機
関
名
を
公

表
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
医
療
機
関
名
が
公

表
さ
れ
る
と
発
熱
患
者
が
殺
到

し
、
日
常
診
療
に
何
ら
か
の
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
発
熱
患
者
が
集
ま
る

こ
と
で
他
の
患
者
が
受
診
を
控

え
る
と
い
う
風
評
被
害

も
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
地
元
住
民
の
反

対
も
予
想
さ
れ
る
な
ど

問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
不
安
要

素
を
払
拭
し
な
い
限

り
、
厚
労
省
が
示
す
体

制
整
備
は
、
絵
に
描
い

た
餅
に
終
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が

　
国
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
を
念
頭
に
都

道
府
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
体
制
整
備
を
要
請
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
協
会
は
緊
急
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
内
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
小
児
科
を
第
1
に
標
榜
し

フ
ァ
ク
ス
登
録
し
て
い
る
9
9
0
診
療
所
を
対
象
に
10

月
19
日
付
で
送
付
。
27
日
ま
で
に
3
1
5
人
（
回
答

率
32
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
発
熱
者
等
の
診
療
ま
た
は
検

査
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
新

た
に
指
定
す
る
「
診
療
・
検
査

医
療
機
関
」
を
「
受
け
る
方
向

で
検
討
中
」が
26
％（
83
人
）、

「
受
け
な
い
方
向
で
検
討
中
」

が
48
％
（
1
5
1
人
）、「
現

状
で
は
判
断
で
き
な
い
」
が
25

％
（
80
人
）
で
あ
っ
た
。

　
全
体
の
回
答
者
の
中
で
唾
液

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
協
力
医
療
機
関
と

し
て
契
約
し
て
い
る
の
は
33
％

（
1
0
5
人
）
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を

受
け
る
と
答
え
た
の
が
66
人
で

37
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
る
。
一
方

で
、
唾
液
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
非
協
力
医

療
機
関
か
ら
9
人
、
回
答
不
明

者
か
ら
8
人
が
診
療
・
検
査
医

療
機
関
を
受
け
る
と
答
え
て
お

り
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

京
都
市
と
京
都
市
以
外
の
地
域

別
に
み
た
「
受
け
る
」
と
答
え

た
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
26
％
、
27

％
で
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
指
定
を
「
受
け
る
」
方
の
不

安
な
こ
と
（
複
数
回
答
）
は
、

「
検
体
採
取
に
よ
る
感
染
リ
ス

ク
」
が
75
％
で
最
も
高
い
。

「
誹
謗
中
傷
や
風
評
被
害
」「
指

定
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
受

診
抑
制
」「
従
業
員
の
同
意
と

勤
務
体
制
」
も
高
い
割
合
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
「
日
常
診
療
に

支
障
が
出
る
」
と
の
記
載
も
複

数
見
ら
れ
る
。

　
指
定
を
「
受
け
な
い
」
あ
る

い
は
「
判
断
で
き
な
い
」
理
由

は
、「
動
線
分
離
が
難
し
い
」

が
67
％
と
最
も
高
く
、「
検
体

採
取
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
」
が

52
％
、「
従
業
員
の
同
意
と
勤

務
体
制
」
が
47
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
「
医
師
が
高
齢
、

基
礎
疾
患
あ
り
」「
府
医
に
所

属
し
て
い
な
い
た
め
」
と
の
理

由
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
協
会
が
要
望
し
て
い
る
「
公

的
発
熱
外
来
の
充
実
」
は
63
％

が
「
必
要
」
と
し
て
い
る
。
自

由
記
載
欄
に
も
期
待
す
る
意
見

が
多
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

期
待
を
寄
せ
つ
つ
も
、
自
分
が

出
務
す
る
余
裕
が
な
い
と
い
う

記
載
も
み
ら
れ
た
。

　協会は10月５日、中京西部医師会との懇談を皮切りに各地区医師会との懇談をスター
ト。本年度の協会からのテーマは①新型コロナウイルス感染拡大による診療報酬上の臨
時的取扱い②新型コロナウイルス感染拡大で見直しが迫られる医療政策。今年度は新型
コロナ対策として、多くの地区医師会が執行部のみの出席で対応いただいている。会員
からのご意見は別途書面にて伺っているので、ぜひお寄せいただくとともに、アンケー
トへのご協力をお願いしたい。

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
中
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談

「
受
け
る
」は
唾
液
集
合
契
約
よ
り
少
数

「
診
療・検
査
医
療
機
関
」で
ア
ン
ケ
ー
ト

地域
京都市内 190 60％
京都市以外 125 40％

科目

内科 238 76％
耳鼻科 40 13％
小児科 29 9％
その他 11 3％

唾液PCR検
査協力医療
機関契約

契約している 105 33％
　→診療・検査医療機関受ける 66 （63％）
契約していない 181 57％
　→診療・検査医療機関受ける 9 （ 5％）
無回答 29 9％
　→診療・検査医療機関受ける 8 （28％）

指定を受け
るか

①受ける方向で検討中 83 26％
②受けない方向で検討中 151 48％
③現状では判断できない 80 25％

①の方、指
定に関連し
て不安なこ
と
（複数回答）

感染管理の知識や技術不足 22 27％
検体採取による感染リスク 62 75％
誹謗中傷や風評被害 49 59％
指定が知られることによる受診
抑制 49 59％

従業員の同意と勤務体制 42 51％
その他 12 14％

②③の方、
指定を受け
ない理由
（複数回答）

動線分離が難しい 154 67％
検体採取による感染リスク 120 52％
感染管理の知識や技術不足 63 27％
誹謗中傷や風評被害 86 37％
指定が知られることによる受診
抑制 79 34％

従業員の同意と勤務体制 109 47％
その他 37 16％

行政に希望
すること
（複数回答）

感染者発症による休業した場合
の補償 165 52％

感染者の入院受入れなど後方支
援体制の充実 162 51％

十分な報酬設定 116 37％
その他 32 10％

必要 200 63％
現状でよい 70 22％
その他 18 6％
無回答 27 9％

新型コロナとインフル同時流行に備えた体制
アンケート結果（回答数 315）

1．基本事項

2．「診療・検査医療機関」について

3．公的発熱外来の充実について

新
型
コ
ロ
ナ
体
制
整
備
に
不
安
大
き
く

中
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

10
月
5
日
　
京
都
府
医
師
会
館

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ同時流行に
備えた診療・検査体制についての意見（要旨）
●  府の二次医療圏ごと、また市町村ごとの新たな診療・検査体制の確保方針と
確保目標を明らかに

● 開業医が少ない等、地域によっては発熱外来の設置を
● 診療・検査医療機関へ支給される防護具等の詳細の周知を
● 府医師会非会員も希望があれば検査・医療機関に指定を
● 京都府・医師会検査センターでもインフルエンザ患者の受入を
● 陽性患者が自宅療養となった場合の生活支援を
●  診療・検査医療機関や検査センターに関する情報は地区医師会や地域の保険
医療機関と共有を

●  旧来の帰国者・接触者外来、新たな診療・検査医療機関について市民に公表
するにはどういった条件をクリアする必要があるのか検討を

●  発熱患者の相談窓口となる「かかりつけ医等の地域で身近な医療機関」に相
応の補助金を

●  すべての医療機関のスタッフに対する新型コロナウイルス感染症に関する検
査の実施に公的な補助を

●  G-MISならびにHER-SYSのシステム等の情報提供と医療機関への必要な
支援を

●  新体制で京都府は新型コロナウイルス感染症の制圧に向け、どのように感染
症をサーベイランスしていくのか、その方針を明らかに

演題① COVID-19のこれまでと今冬への対策 （仮）
 講　師　千原 佑介 氏
  （宇治徳洲会病院　呼吸器内科・医長）

演題②  新型コロナウイルス感染症と 
インフルエンザの同時流行に備えて 
― ヒエラルキーコントロールの視点から ―

 講　師　山田　豊 氏
  （京都民医連中央病院　総合内科　病棟医長・感染症科科長）

日　時 12月5日（土）午後２時30分～５時
場　所 京都府保険医協会・会議室
定　員 20人（先着順）※Web参加は定員なし
※グリーンペーパーNo290（10月25日発行）P.55の申込書にてお申し込み下さい。

※ 日本医師会生涯
教育講座：申請
予定／２単位

千
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佑
介 

氏
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氏

第668回 社会保険研究会 Web併用

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 1 月 1 0 日第 3 0 8 5 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

2020年度 地区医師会との懇談始まる



外
来
迅
速
検
体
検
査
加
算
に
つ
い
て

定　価
 11,000円
京都協会会員
 5,000円
他府県協会会員
 7,000円

各税込送料別

医療安全研修DVD partⅢ
シリーズ第 3 弾を発行

絶賛
発売中!!

　
Ｑ
、
尿
一
般
と
末
梢
血
一
般

を
行
い
、
尿
一
般
は
そ
の
日
に

結
果
を
説
明
し
た
の
で
外
来
迅

速
検
体
検
査
加
算
を
1
項
目
分

算
定
し
た
が
、
査
定
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
尿
一
般
は
外
来
迅
速

の
対
象
だ
と
思
っ
た
が
、
ど
う

し
て
か
。

　
Ａ
、
外
来
迅
速
検
体
検
査
加

算
は
、
当
日
医
療
機
関
で
行
わ

れ
た
「
対
象
と
な
る
検
体
検

査
」
に
つ
い
て
、
当
日
中
に
結

果
を
説
明
し
た
上
で
、
文
書
に

よ
り
情
報
を
提
供
し
、
結
果
に

基
づ
く
診
療
が
行
わ
れ
た
場
合

に
、
5
項
目
を
限
度
と
し
て
、

項
目
ご
と
に
10
点
加
算
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
同
日
に
行
っ
た

　
乱
暴
な
物
言
い
、
強
引
な
や
り

方
は
、
パ
ワ
フ
ル
に
映
っ
て
人
気

を
集
め
る
こ
と
が
あ
る
。
現
状
に

閉
塞
感
を
抱
く
人
々
は
、
そ
の
突

破
力
に
期
待
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
手
法
に
は

限
界
が
あ
る
し
、
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
た
ら
嫌
気
が
さ
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
構
想
」
は

5
年
前
に
続
き
、
住
民
投
票
で
小

差
な
が
ら
再
び
否
決
さ
れ
た
。

　
力
と
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

制
度
の
内
容
や
誠
実
性
を
見
て
判

断
し
た
人
々
が
け
っ
こ
う
多
か
っ

た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
都
市
の
地
方
自
治
制
度
の
あ

り
方
は
、
昔
か
ら
あ
る
難
し
い
課

題
で
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
や
議
論

が
あ
っ
て
よ
い
。

　
だ
が
大
阪
都
構
想
は
、
橋
下
徹

氏
が
知
事
の
と
き
、
当
時
の
平
松

邦
夫
大
阪
市
長
と
意
見
が
合
わ

ず
、
権
力
集
中
の
手
段
と
し
て
言

い
出
し
た
も
の
だ
。
大
阪
市
の
課

題
を
分
析
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

独
裁
の
た
め
の
思
い
つ
き
だ
っ
た
。

　
東
京
と
張
り
合
い
た
い
と
い
う

心
情
に
訴
え
、
自
分
が
作
っ
た
政

党
の
看
板
に
し
た
が
、
維
新
が
全

国
政
策
で
掲
げ
る
道
州
制
と
は
全

く
整
合
し
な
い
。

　
今
回
、
否
決
さ
れ
た
要
因
は
い

く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
。

　
①
「
大
阪
市
廃
止
」
と
い
う
選

択
の
本
質
が
、
選
管
ポ
ス
タ
ー
や

投
票
用
紙
に
明
示
さ
れ
た
。

　
②
4
つ
の
特
別
区
に
分
け
た
ら

当
然
、
コ
ス
ト
が
増
え
る
。
効
率

化
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
。

　
③
特
別
区
が
大
き
す
ぎ
て
、
身

近
な
自
治
体
に
な
ら
な
い
。

　
④
区
割
り
が
不
自
然
。
港
区
や

此
花
区
が
新
・
淀
川
区
、
住
吉
区

や
住
之
江
区
が
新
・
中
央
区
と
い

う
の
は
地
理
的
一
体
感
を
欠
く
。

　
⑤
行
政
組
織
の
再
編
で
経
済
が

成
長
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
⑥
外
国
人
観
光
客
で
潤
っ
て
い

た
飲
食
、
宿
泊
な
ど
の
業
界
が
コ

ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
、
維
新
が

誇
っ
て
い
た
大
阪
経
済
の
張
り
ぼ

て
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　
⑦
衆
院
選
と
絡
め
た
裏
取
引
で

公
明
党
を
抱
き
込
ん
だ
も
の
の
、

公
明
支
持
層
は
必
ず
し
も
党
の
言

い
な
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
⑧
自
民
、
共
産
、
立
憲
な
ど
の

政
党
だ
け
で
な
く
、
無
党
派
の
自

発
的
な
反
対
運
動
が
あ
っ
た
。

　
と
は
い
え
小
差
。
組
織
政
党
と

な
っ
た
維
新
の
力
は
侮
れ
な
い
。

　
維
新
は
ポ
ス
タ
ー
、
街
頭
演
説

な
ど
日
常
的
な
宣
伝
量
が
多
い
。

「
二
重
行
政
」「
大
阪
の
成
長
を
止

め
る
な
！
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ

作
り
も
う
ま
い
。
き
っ
と
次
の
手

を
打
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
気
に
な
る
の
は
、
維
新
も
、
今

回
反
対
に
回
っ
た
政
党
も
、
産
業

政
策
が
弱
い
こ
と
だ
。

　
大
阪
は
江
戸
時
代
に
は
商
業
都

市
と
し
て
、
明
治
以
降
は
工
業
都

市
と
し
て
栄
え
、
一
時
は
日
本
最

大
の
人
口
を
誇
っ
た
。
し
か
し
重

工
業
に
続
い
て
家
電
産
業
も
衰
え

た
。
情
報
・
文
化
は
東
京
に
集
中

し
、
銀
行
や
製
薬
を
含
む
大
企
業

の
本
社
も
東
京
へ
移
っ
た
。
貧
困

率
も
高
い
。

　
今
後
ど
う
や
っ
て
メ
シ
を
食
う

か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
維
新
が
掲
げ
る
カ
ジ
ノ
、
万

博
、
鉄
道
や
道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
長
期
的
な
産
業
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　
左
派
が
強
調
す
る
中
小
企
業
支

援
は
重
要
で
、
福
祉
・
教
育
も
経

済
維
持
に
欠
か
せ
な
い
が
、
産
業

育
成
の
具
体
性
は
乏
し
い
。

　
都
市
の
魅
力
も
影
響
す
る
。
学

問
、
文
化
、
芸
術
、
緑
地
、
風
物

な
ど
は
人
を
ひ
き
つ
け
、
人
々
の

交
流
と
創
造
の
土
壌
に
な
る
。

　
制
度
い
じ
り
の
政
争
で
は
な

く
、
そ
う
い
っ
た
正
面
の
議
論
を

し
た
い
も
の
だ
。

（
40
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
高
血
圧
等
で
通
院
中

の
Ａ
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

で
、
本
件
医
療
機
関
を
受
診
し

た
。
本
件
医
療
機
関
で
は
子
宮

は
超
鷲
卵
大
で
あ
る
と
診
断
。

エ
コ
ー
上
、
筋
腫
核
を
多
数
確

認
し
、
粘
膜
下
筋
腫
は
19
×
18

㎜
で
、
そ
の
他
56
×
42
㎜
、
26

×
25
㎜
大
等
の
筋
腫
を
認
め

た
。
初
診
か
ら
約
1
カ
月
後
に

行
っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
も
同
様

に
筋
腫
核
を
認
め
、
腟
式
子
宮

全
摘
術
は
困
難
と
判
断
し
、
開

腹
で
子
宮
全
摘
術
を
実
施
す
る

か
ら
約
1
週
間
後
に
退
院
し

た
。 

　
退
院
か
ら
約
10
日
後
の
外
来

で
の
診
察
で
は
、
下
腹
部
痛
は

あ
っ
た
も
の
の
、
出
血
は
な
く

異
常
所
見
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
1
年
後
に
卵
巣
検
診

を
行
う
予
定
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
外
来
診
察
の
約
1
週

間
後
に
Ｂ
医
療
機
関
に
急
性
腹

症
で
救
急
搬
入
さ
れ
、
空
腸
の

狭
窄
所
見
が
見
ら
れ
た
た
め
、

そ
の
5
日
後
に
開
腹
術
を
実

施
。
さ
ら
に
10
日
後
に
退
院
し

た
旨
の
文
書
が
Ｂ
医
療
機
関
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
。

　
患
者
側
は
、
術
中
に
腸
の
癒

着
を
き
た
す
ミ
ス
が
あ
っ
た

か
、
あ
る
い
は
患
者
が
腹
部
の

異
常
を
訴
え
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
件
医
療
機
関
は
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
わ
ず
適
切

な
対
応
を
取
ら
な
か
っ
た
と
し

て
、
証
拠
保
全
の
後
、
調
停
を

申
し
立
て
5
0
0
万
円
の
賠
償

金
を
要
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
は
院
内
で
事
故
調

査
会
を
開
催
し
、
以
下
の
理
由

か
ら
無
責
を
主
張
し
た
。

　
①
子
宮
筋
腫
に
対
す
る
手
術

の
適
応
が
あ
っ
た
②
術
前
評
価

に
つ
い
て
も
、
腸
管
ガ
ス
が
多

か
っ
た
な
ど
腸
管
機
能
に
問
題

を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
他
に

つ
い
て
過
誤
を
認
め
る
も
の
が

な
い
③
術
後
の
患
者
へ
の
対
応

こ
と
と
し
た
。
開
腹
所
見
と
し

て
は
、
腸
管
ガ
ス
が
極
め
て
多

く
、
左
付
属
器
に
は
癒
着
が
見

ら
れ
た
た
め
、
剥
離
し
た
上
で

子
宮
を
全
摘
し
た
。
患
者
は
、

術
後
か
ら
翌
日
に
か
け
て
創
部

痛
、
嘔
吐
、
咽
喉
痛
を
訴
え
た

た
め
、
ボ
ル
タ
レ
ン
坐
薬
Ⓡ
挿

入
や
ド
ロ
レ
プ
タ
ン
Ⓡ
静
脈
注

射
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
創

部
痛
は
軽
快
に
向
か
い
、
手
術

子
宮
全
摘
術
後
に
癒
着
性
イ
レ
ウ
ス
発
症

医
師
が
選
ん
だ
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政
争
で
は
な
く
産
業
や
都
市
格
の
議
論
を

等
に
つ
い
て
も
、
下
腹
部
痛
に

対
し
適
切
に
投
薬
を
し
て
お

り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
過
誤

を
認
め
る
も
の
が
な
い
④
手
術

手
技
に
関
し
て
は
、
術
中
ト
ラ

ブ
ル
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
問

題
は
認
め
ら
れ
な
い
⑤
手
術
創

に
関
し
て
も
6
日
目
に
抜
糸
、

翌
日
に
退
院
し
た
⑥
術
後
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
関
し
て
は
、

癒
着
性
イ
レ
ウ
ス
を
疑
う
症
状

や
所
見
は
見
当
た
ら
ず
、
術
後

腹
部
単
純
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
は

な
い
⑦
術
後
腸
閉
塞
の
有
無
に

関
し
て
、
退
院
後
に
受
診
し
た

外
来
診
察
の
時
点
ま
で
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
⑧
癒
着
性
イ
レ

ウ
ス
の
発
症
や
原
因
に
関
し
て

は
、
子
宮
筋
腫
の
手
術
の
操
作

や
処
置
の
誤
り
か
ら
発
症
し
た

も
の
で
は
な
く
、
開
腹
術
に
よ

る
単
純
癒
着
（
合
併
症
）
と
考

本
加
算
の
対
象
と
な
る
検
体
検

査
は
す
べ
て
こ
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
、
た
と
え
ば
尿

一
般
と
末
梢
血
一
般
を
同
時
に

実
施
し
、
尿
一
般
の
み
検
査
当

金
融
共
済
委
員
会

（
10
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
3
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。 

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

　
保
険
医
年
金
の
一
時
金
請
求

で
年
内
に
着
金
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
12
月
15
日
が
協
会
へ
の

書
類
提
出
締
切
日
と
な
り
ま

す
。
書
類
に
不
備
等
が
あ
れ

ば
、
年
内
に
着
金
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
年
内
に
着
金
し
た
一
時
金

は
、
2
0
2
0
年
分
の
申
告
と

な
り
ま
す
。
一
時
金
請
求
書

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご
請
求

下
さ
い
。

え
ら
れ
る
⑨
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、

カ
ル
テ
に
術
前
内
容
や
腸
閉
塞

発
生
な
ど
に
関
す
る
記
載
は
な

い
が
、
腸
閉
塞
に
関
し
て
は
看

護
記
録
に
そ
の
説
明
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
説
明
に

一
時
金
の
年
内
着
金
に
つ
い
て

保
険
医
年
金

日
に
結
果
説
明
し
た
場
合
な

ど
、
対
象
と
な
る
検
体
検
査
が

1
項
目
で
も
要
件
を
満
た
せ
な

か
っ
た
場
合
は
算
定
で
き
ま
せ

ん
。

　「
対
象
と
な
る
検
体
検
査
」

は
「
別
表
第
9
の
2
」
で
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
保

険
医
協
会
発
行
『
社
会
保
険
診

療
提
要
』
２
０
２
０
年
版
４
１

０
頁
を
ご
参
照
下
さ
い
。

つ
い
て
も
口
頭
で
行
っ
た
旨
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

7
年
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
主
張
通
り
、

診
断
、
手
術
の
適
応
、
手
技
、

事
後
処
置
、
説
明
に
関
し
て
、

産
婦
人
科
と
し
て
も
消
化
器
・

外
科
と
し
て
も
過
誤
と
認
定
で

き
る
要
因
は
な
く
問
題
は
な

か
っ
た
。 

〈
結
果
〉

　
調
停
が
不
調
と
な
っ
た
後
、

患
者
側
か
ら
の
主
張
が
途
切
れ

て
久
し
く
な
っ
た
た
め
に
、
事

実
上
の
立
ち
消
え
解
決
と
み
な

さ
れ
た
。

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 1 月 1 0 日 第 3 0 8 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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代
議
員
　
補
選
結
果

船
井

　
船
井
医
師
会
選
出
の
代
議

員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候

補
者
数
は
定
数
以
内
で
し
た

の
で
、
京
都
府
保
険
医
協
会

選
挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に

よ
り
、
投
票
を
行
わ
ず
立
候

補
者
を
も
っ
て
当
選
人
と
決

定
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0

2
1
年
4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

　
代
議
員 

高
屋 

和
志



　
寒
い
冬
の
こ
と
で
あ
る
。
夜
の

診
察
も
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
た

頃
、
薬
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

が
待
合
室
で
ざ
わ
め
い
て
い
る
。

　
「
玄
関
で
寝
て
い
る
人
が
い
る
」

　
「
酔
っ
払
い
が
玄
関
を
ふ
さ
い

で
通
れ
な
い
」

　
待
合
室
で
患
者
さ
ん
が
話
を
し

て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ど

う
も
診
療
所
の
玄
関
で
誰
か
が
寝

て
い
る
の
で
、
診
察
の
終
わ
っ
た

患
者
さ
ん
が
帰
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　
ど
ん
な
酔
っ
払
い
が
玄
関
で
寝

転
ん
で
い
る
の
か
と
身
構
え
な
が

ら
、
恐
る
恐
る
玄
関
に
行
っ
た
。

玄
関
先
に
は
自
転
車
が
放
置
さ
れ

て
い
て
、
そ
こ
に
は
作
業
服
姿
で

寝
転
ん
で
い
る
人
が
い
る
。
五
十

歳
過
ぎ
の
男
性
の
手
に
は
保
険
証

が
握
り
締
め
ら
れ
て
い
る
。
酔
っ

払
っ
て
寝
て
い
る
に
し
て
は
様
子

が
変
で
あ
る
。
自
転
車
で
来
院
し

て
、
診
療
所
の
玄
関
先
で
ば
っ
た

り
と
倒
れ
こ
ん
だ
様
子
で
あ
る
。

　
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し

ま
し
た
か
」

　
揺
す
っ
て
み
た
が
応
答
が
な

い
。
単
に
酔
っ
払
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
意
識
が
な
く
、
倒
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
寒
い
玄
関
先
に
横
た
え
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
待
合
室
の

患
者
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
、
診
察
室
に
引
き
込
ん
だ
。

　
呼
吸
は
あ
る
も
の
の
、
い
つ
止

ま
る
と
も
分
か
ら
な
い
不
規
則
な

呼
吸
状
態
で
あ
る
。

　
「
点
滴
の
用
意
を
し
て
、
そ
う

そ
う
エ
ラ
ス
タ
針
を
使
う
か
ら
」

　
血
圧
は
測
定
で
き
て
、
心
電
図

で
は
不
整
脈
は
な
い
。

　
家
族
と
の
連
絡
も
つ
い
て
い
な

い
状
態
で
は
、
な
ん
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
お
ー
い
、
救
急
セ
ッ
ト
を
出

し
て
き
て
」

　
「
久
し
ぶ
り
に
挿
管
す
る
ぞ
」

　
「
酸
素
も
持
っ
て
き
て
」

　
一
人
で
騒
い
で
い
る
も
の
の
、

悲
し
い
か
な
開
業
医
で
は
、
病
院

で
救
急
外
来
を
し
て
い
た
頃
の
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
は
慣
れ
て
い
な

い
。
ほ
と
ん
ど
の
準
備
を
ひ
と
り

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
し
て
も
、
挿
管
セ
ッ
ト
、
ア
ン

ビ
ュ
バ
ッ
グ
な
ど
、
い
つ
使
う
か

も
し
れ
な
い
救
急
セ
ッ
ト
を
用
意

し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
。

　
と
に
か
く
、
挿
管
し
て
血
管
確

保
し
て
救
急
搬
送
で
き
る
体
制
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
ど
こ
へ
搬

送
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
近
く
の
病
院
に
電
話
を
掛
け
て

当
直
の
先
生
に
お
願
い
し
た
の
だ

が
、
専
門
外
で
ベ
ッ
ド
が
な
い
と

の
こ
と
で
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

お
そ
ら
く
は
く
も
膜
下
出
血
だ
ろ

う
か
ら
脳
外
科
の
な
い
病
院
に
迷

惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
気
を
取

り
戻
し
て
、
隣
県
の
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
に
電
話
を
し
た
。
受
付
の

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
対
応
に
も
、
こ

こ
で
腹
を
立
て
て
は
い
け
な
い

と
、
ぐ
っ
と
押
さ
え
て
丁
重
に
お

願
い
し
て
な
ん
と
か
引
き
受
け
て

も
ら
っ
た
。

　
救
急
車
に
同
乗
し
て
、
途
中
で

呼
吸
停
止
、
心
停
止
が
来
な
い
か

と
気
を
揉
み
な
が
ら
、
な
じ
み
の

薄
い
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に
到
着

し
た
。

　
急
い
で
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
を
押
し

病

診

連

携

て
部
屋
に
入
ろ
う
と
す
る
と
事
務

が
呼
び
止
め
た
。

　
「
こ
こ
か
ら
中
へ
入
っ
て
は
駄

目
で
す
」

　
「
紹
介
状
を
渡
し
た
い
の
で
す
が
」

　
「
じ
ゃ
あ
、
折
角
だ
か
ら
預

か
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
」

　
し
ば
ら
く
し
て
、
現
れ
た
若
い

医
者
が
切
り
出
し
た
言
葉
を
今
も

鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。

　
「
Ｃ
Ｔ
を
見
せ
て
下
さ
い
」

　
「
…
…
…
」

　
「
ど
う
し
て
Ｃ
Ｔ
も
撮
っ
て
な

い
の
で
す
か
」

　
こ
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
そ
の
後
、
何
の
報
告
も
な

く
、
こ
の
患
者
さ
ん
が
ど
う
な
っ

た
の
か
長
い
間
、
気
が
か
り
で

あ
っ
た
。
数
年
し
て
知
り
合
い
と

い
う
方
が
診
察
に
来
ら
れ
た
折

に
、
患
者
さ
ん
は
手
術
を
受
け
て

回
復
さ
れ
、
今
も
元
気
に
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
駆
け
つ

飯田 泰啓（相楽）

診診診
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け
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
に
、
帰
り

の
タ
ク
シ
ー
代
を
お
貸
し
し
た
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
寒
い
季
節
の
こ
と
、
も
し
来
院

の
途
中
で
倒
れ
て
い
た
ら
生
命
は

な
か
っ
た
。
診
療
所
の
玄
関
先
に

た
ど
り
着
い
て
、
ば
っ
た
り
と
倒

れ
こ
ん
だ
の
が
不
幸
中
の
幸
い
で

あ
っ
た
。
ほ
ん
の
タ
ッ
チ
の
差
で

運
命
が
か
わ
る
人
生
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
し
た
。

　
そ
の
後
、
近
隣
の
病
院
に
も
脳

外
科
が
開
設
さ
れ
た
。
最
近
、
さ

ら
に
一
例
の
く
も
膜
下
出
血
患
者

さ
ん
を
経
験
し
た
が
、
こ
の
患
者

さ
ん
は
気
持
ち
よ
く
引
き
受
け
て

も
ら
え
た
。
寒
い
夜
中
に
隣
県
の

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
し
な

が
ら
、
そ
こ
で
随
分
と
嫌
な
思
い

を
さ
せ
ら
れ
た
記
憶
が
残
っ
て
い

る
だ
け
に
、
地
域
完
結
型
の
医
療

が
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

 

（
完
）

　
鉢
嶺
顕
氏
（
享
年
53
、
宇
治

久
世
）
9
月
16
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
へ

反
核
医
師
の
会
が
歓
迎
談
話

　
核
兵
器
の
保
有
や
使
用
を
全

面
的
に
禁
じ
る
核
兵
器
禁
止
条

約
が
、
発
効
に
必
要
な
50
カ

国
・
地
域
の
批
准
に
10
月
24
日

（
日
本
時
間
25
日
）
達
し
た
。

90
日
後
の
2
0
2
1
年
1
月
22

日
、
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
非

人
道
的
で
違
法
と
す
る
国
際
条

約
が
発
効
す
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
反
核
京
都

医
師
の
会
は
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
50
カ
国
批
准
到
達
を
大
い

に
歓
迎
す
る
」
と
題
し
た
談
話

を
25
日
に
公
表
し
た
。

　
談
話
は
、
核
兵
器
の
も
た
ら

す
破
滅
的
な
結
末
の
故
に
広

島
・
長
崎
を
繰
り
返
す
な
と
い

う
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願
い
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
禁
止
し
よ
う
と
い

う
国
々
、
国
際
機
関
、
市
民
社

会
の
思
い
の
結
実
で
あ
る
条
約

の
意
義
を
評
価
。
国
際
法
で
禁

止
す
る
こ
と
で
、
核
兵
器
を
非

道
徳
的
で
正
当
化
で
き
な
い
も

の
だ
と
い
う
「
悪
」
の
烙
印
を

押
す
こ
と
は
で
き
た
が
、
こ
れ

も
ま
だ
一
里
塚
に
す
ぎ
な
い
。

ど
う
や
っ
て
こ
れ
を
実
効
的
な

も
の
に
し
て
い
く
の
か
は
、
核

の
時
代
を
生
き
る
全
て
の
人
類

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と

恒
久
平
和
に
向
け
た
戦
争
を
生

ま
な
い
社
会
の
し
く
み
を
持
つ

こ
と
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
今

回
の
日
本
学
術
会
議
へ
の
任
命

拒
否
は
、
日
本
国
憲
法
を
柱
と

す
る
「
戦
争
を
生
ま
な
い
し
く

み
」
を
壊
す
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
強
く
抗
議
し
た
。
そ
し

て
、
科
学
・
技
術
の
軍
事
利
用

お
よ
び
学
問
の
自
由
を
侵
害
す

る
い
か
な
る
政
治
的
介
入
に
も

断
固
反
対
す
る
こ
と
を
表
明
し

た
。

　『
私
の
お
尻
の
メ
ッ
セ
ー
痔
』。

な
か
な
か
イ
ン
パ
ク
ト
抜
群
の
タ

イ
ト
ル
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
さ

れ
た
痔
主
の
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

が
、
1
冊
に
ま
と
め
ら
れ
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
著
者
の
か
か
り
つ
け

医
が
協
会
の
渡
邉
賢
治
副
理
事
長

（
西
陣
・
渡
邉
医
院
）
で
、
こ
の

漫
画
に
ふ
ん
だ
ん
に
出
演
さ
れ
て

お
り
、
巻
末
に
紹
介
ペ
ー
ジ
ま
で

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
縁

で
手
に
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
著
者
は
女
性
で
す
。「
痔
」
だ

と
周
り
に
言
い
た
く
な
い
だ
ろ
う

に
、
外
痔
核
の
あ
ま
り
の
痛
さ
に

有
休
を
と
り
病
院
へ
。
痛
み
止
め

の
座
薬
を
手
に
地
獄
の
苦
し
み
を

味
わ
っ
た
14
日
間
を
耐
え
に
耐

え
、
治
っ
た
と
思
っ
た
ら
今
度
は

内
痔
核
で
入
院
し
手
術
。
外
痔
核

の
治
療
か
ら
4
年
経
過
後
と
は
言

え
、
心
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
著
者
は
、
あ
ま
り
の
痛
さ

　
す
み
ま
せ
ん
、
思
い
っ
き
り

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

は
、
日
本
人
の
3
人
に
1
人
は
痔

を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
便
器
を
憎
む
境
地
に
ま

で
至
っ
た
著
者
で
す
が
、
行
き
着

い
た
先
は
こ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病

に
「
も
っ
と
市
民
権
を
」「
も
っ

と
ス
マ
ー
ト
に
」「
も
っ
と
エ
ー

ル
を
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
す
ご
く
痛
そ
う
な
話
を
お
も
し

ろ
お
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
痔
に
は
な

り
た
く
な
い
…
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
巻
末
に
は
お
尻
の
悩
み
Ｑ
＆

Ａ
や
、
友
人
の
痔
体
験
な
ど
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
悩
み
を
持
つ
人
の
交
流
の
場

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み

て
下
さ
い
。

 

（
事
務
局
・
二
橋 

芙
紗
子
）

痔
主
の
痔
主
に
よ
る
痔
主
の
た
め
の
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

あ
ま
り
に
痛
そ
う
で
笑
撃
で
す

『私のお尻のメッセー痔』
ぴあ株式会社

本体価格 1,100円＋税
著者　ヴェルヘルムⅢ世

に
短
歌
で
現
実
逃
避
と
い
う
荒
業

を
繰
り
出
し
ま
す
。

　「
ナ
メ
ク
ジ
の
は
う
ス
ピ
ー
ド

で
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
が
如
き
痛

み
走
ら
ん
」「
近
づ
く
と
身
の
毛

も
よ
だ
つ
便
意
か
な
　
か
す
か
に

見
え
し
今
は
亡
き
祖
母
」「
サ
ク

ラ
ン
ボ
　
ト
マ
ト
に
す
も
も
　
深

海
魚
　
私
の
お
尻
は
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
」

　
反
核
京
都
医
師
の
会
や
被
爆

者
、
科
学
者
な
ど
の
団
体
が
参

加
す
る
「
核
兵
器
廃
絶
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
京
都
」
は
10
月
23
日
、

政
府
に
よ
る
日
本
学
術
会
議
へ

の
任
命
拒
否
に
対
し
菅
首
相
に

抗
議
文
を
送
付
し
た
。

　
抗
議
文
は
、「
核
時
代
を
超

え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
」
と
い

う
湯
川
秀
樹
博
士
の
言
葉
を
引

用
し
、
人
類
が
一
度
生
み
出
し

た
技
術
は
消
滅
し
な
い
が
、
そ

れ
を
超
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は

高
い
倫
理
性
や
哲
学
を
伴
う
技

術
で
あ
り
、
そ
し
て
な
に
よ
り

し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、談
話
は「
核
の

傘
」
に
依
存
し
て
条
約
に
背
を

向
け
続
け
る
日
本
政
府
に
、
署

名
・
批
准
を
引
き
続
き
求
め
る

と
と
も
に
、
核
兵
器
製
造
企
業

へ
の
投
融
資
を
止
め
る
よ
う
金

融
機
関
へ
の
働
き
か
け
に
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
を
表
明
し
た
。

学
術
会
議
任
命
拒
否
に
抗
議

「
反
核
ネ
ッ
ト
」
が
表
明

秋
の
叙
勲

　
秋
の
叙
勲
で
、
井
上
靖
二
氏

（
乙
訓
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
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